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研究成果の概要（和文）：世界の急速な構造変動に対する高等教育の国際化のあり方の変化につ

いて、理論・国際動向・実証の各側面から総合的に検討した。第一に、各国の高等教育の国際

化が、各々の国内・国際双方の文脈の違いにより異なること、第二に、各国が確実にグローバ

ルな変化への対応をより強く迫られていること、第三に、高等教育のイニシアティブの多極化

が進行し、日本の高等教育の国際的位置づけに大きな影響を及ぼしていることを明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：Changes in the way of internationalization of higher education to 

the rapid structural changes in the world, was examined in a comprehensive manner from 

the theory, international trends and field surveys. First, the internationalization of higher 

education in each country is different due to differences in the domestic and international 

context. Second, countries are faced with a necessity of stronger response to global changes. 

Third, the multilateral initiatives of higher education are in progress. These factors have 

had a major impact on the international positioning of higher education in Japan. 
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１．研究開始当初の背景 

高等教育の国際化の理論・実践面双方での
研究は、日本では 1983 年の留学生 10 万人受
入計画以後、世界的に、留学生の学費のフル
コスト化により高等教育の「国際市場」着目、
欧州高等教育圏をめざしたボローニャ・プロ
セス、先進国の他、中国・韓国・中南米諸国
などの新興国までを巻き込んだ「世界水準
(world class)」の大学育成とそのランキング
競争などを経て、多様な研究が蓄積されてい
る。しかしながら、グローバルな知識・情報

の流通と人の流動が富を生み出し、私的な財
が高等教育の発展を支えるという楽観的な
市場・競争重視の高等教育とその国際化とい
う議論については、特に最近 10 年ほどは、
持続的発展や高等教育の公的な役割などの
観点から、異議申し立てがなされるようにな
った。 

研究メンバーは、それぞれ高等教育の比較
研究、高等教育事業の国際展開と質保証、学
生交流等の実践的研究、高等教育の地域協力、
高等教育開発などの観点から、高等教育の国
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際化とそれに伴う政策・実践上の課題に関す
る研究に取り組んできた。その過程において、
高等教育国際化の研究・実践両面での指針の
あり方が、日本・世界それぞれにおいて大き
な転換期に達しており、より持続性のある、
多極的なイニシアティブを主体とした新た
なビジョンの形成と、その下での研究・実践
の再構築が必要とされているとの見解を一
にし、これらを総合的・多面的に検討・考察
し、国内外に向けた提言を示したいと考えた。 

 

２．研究の目的 

 

2008 年の金融危機前後を境として、グロ
ーバル化のなかでの知識経済の中核として
考えられていた高等教育国際化の進展の方
向性に不透明さが増してきている。本研究で
は、国際的な留学生市場の拡大を見越した日
本の留学生 30 万人計画など、各国・地域の
量的な到達目標の実現性・意義の再検討、東
アジア・欧州などを中心に進展が見られる地
域協力の枠組みのなかでの持続可能な高等
教育の国際化の方向性や社会に対して果た
しうる役割について、総合的・多面的な観点
から考察する。検討においては、国や大学、
学生とその家族などのステークホルダー、そ
して、世界の多様な地域、様々な規模や特性
を持つ国家や経済地域などによる「多極的イ
ニシアティブ」と、世界の福利(well-being)

向上のための高等教育の公的役割への協
力・連携に着目する。 

 

３．研究の方法 

 
まず、高等教育の国際化に関わる先行研究

及び各メンバーが蓄積してきた量的・質的デ
ータの整理及び、アップデートを行った。同
時に、関連する国際会議・学会等で問題提
起・情報収集、意見交換を行った。以上を通
じ、高等教育政策・実践、国際協力・開発、
国際人的移動などの多様な背景を持つ海外
共同研究者を含むメンバー間の密な議論・検
討により、設定した分析枠組を確定させた。 

その後、日本、マレーシア、韓国、中国な
ど東アジア・東南アジアを中心とする対象国
に対して、政府・高等教育機関・教員・学生・
企業などへの質的手法を主とした調査を実
施した。また、各研究メンバーがそれぞれ他
のプロジェクトなどを通じて進めていた国
際化に関する質的・量的調査プロジェクトと
の成果も合わせ、分析結果をまとめて提言を
示し、国内・国際学会で分析結果を発表した。 

また、有識者を国内外から招聘した国際高
等教育フォーラムを実施し、分析結果・提言
についての成果を英語および日本語で出
版・普及を進めた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
４．研究成果 
 

本プロジェクトが導き出した、主な知見は、
以下の通りである。 

 
① 高等教育の世界的な構造と特質の変化お

よび国際化の見通し：高等教育を取り巻
く世界の環境は 21 世紀に入って急変し
ており、2008 年の金融危機を乗り越え、
むしろ長期的な趨勢として様々な地域で
の新興国の台頭とそこでの高等教育のイ
ノベーションを前提とした議論が必要で
ある。また、その中で、各国の高等教育
の国際化の実際の姿は、それぞれの国が
もつ国内・国際的文脈により異なり、日
本をはじめとする各国の国際化の諸相も、
それぞれの社会的文脈の把握と自らの高
等教育へのオーナーシップを意識して進
めていく必要がある。 

 
② 東アジアおよび他の地域における高等教

育の国際化による特質の変化と国・地域
の役割：東アジアでは、Marginson が「儒
教伝統型」として示している、国家や政
府の積極的関与によって高等教育の国際
的な水準の確保や質の保証、改革・イノ
ベーションが進む傾向が強い。この中で、
国際化は、大学の国境を越えた自由な知
的活動というあり方だけではすまない、
国家への財政やガバナンス依存という深
刻な問題をもたらしている。さらに、大
学外部からの評価が国際ランキングなど
手法として未発達な指標で捉えられる傾
向が強く、国際化もその帰結として競
争・卓越への志向の中で議論されがちで
ある。また、アジアを中心とする新興諸
国の高等教育システムの国際的な台頭が
進む中で、高等教育のイニシアティブの
多極化が進行している。さらに、アジア
における地域連携は、アセアンを中心と
したイニシアティブに、欧州や豪州、日
本・中国・韓国という東アジア諸国など
が関わる形で開かれた形で進行しつつあ



 

 

る。これらが、高い研究パフォーマンス
を持ちながらも国際化や国際連携におい
て遅れが目立つ日本の高等教育の国際的
位置づけに大きな影響を及ぼしている。 

 
③ 高等教育研究の 21 世紀型パラダイムの

本質の検討の必要性：各国が確実にグロ
ーバルな変化への対応をより強く迫られ
ており、高等教育研究自体がこれを前提
とした議論を組み立てる必要に迫られて
いる。しかしながら、高等教育をめぐる
20世紀後半の基本的なパラダイムである
トロウによる大衆化の議論と、クラーク
による国家・市場との調整については、
現在も大まかには当てはまる。 
 

④ 高等教育の国際化と社会への貢献に対す
るビジョン：高等教育の国際化について
は、de Wit, Knight など、2000年代に高
等教育の国際化についての議論をリード
してきた識者たちから、国際化が日常化
し、規範化していくなかで、従来の輝き
を失ってきたとの議論が強く出されるよ
うになってきた。日本でも、高等教育が
グローバルな知識社会の中心的なセクタ
ーとして位置づけられるようになる中で、
世界最高水準の研究・教育、世界からの
人材獲得、グローバル人材の育成など、
国際的な経済・科学技術の競争を意識し
た議論が中心となっている。このなかで、
高等教育の国際化を通じて社会にどう貢
献していくのかという視点の重みが増し
ている。その具現化においては、特にア
ジアにおいては、自らの視点とアイデン
ティティを活かしつつ、多国間の多様で
多元的なイニシアティブをどう活かして
いくのかという問題設定に立つことが不
可欠になる。このため、高等教育の国際
化は、教育・研究のみならず、ガバナン
スやマネジメントなどを含めて総合的に
進めていく必要があり、同時にその中核
部分としてそれぞれの国、大学のオーナ
ーシップを協調し続けなければならない。 
 

なお、研究成果は、日本教育学会、比較教
育学会、高等教育学会などの国内学会、及び
国際社会学会などの国際学会、OECD－Japan
セミナーなどの政府や国際機関主催のシン
ポジウム等で発表を重ねてきた。特に、トル
コ、シンガポール、台湾、韓国などからは招
待講演の依頼が多くあり、我々の研究に対し
て国際的な注目を得ることに成功した。 

また、有識者を国内外から招聘した国際高
等教育フォーラムを平成 25 年 2 月に上智大
学で実施した。また、分析結果・提言につい
ての成果を英語および日本語で出版・普及を
進めた。最終成果は、平成 25 年中に Springer

社より米澤他編として各国を代表する研究
者が寄稿する形で出版準備中である。 

こうした学術的な貢献を背景に、研究代表
者は 2013年に、Springer 社の新しいブック・
シリーズ「アジアの高等教育」のシリーズ編
集者の一人として選ばれた。また、研究分担
者の北村友人、連携研究者の杉村美紀、黒田
一雄などが編集した著書に、研究メンバーが
本研究の成果を踏まえて執筆している。 
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